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6. 術後長期間痛みを訴えたニ・三の症例 
071<口公信(国立がんセンター)
手術後不定愁訴とくに痛みを訴える症例が最近増加し
ている。今回は胸部手術後持続した痛みを訴えた 2症例
を報告する。 ともに α波ノ守，イオフィー ドパック訓練，
筋弛緩法を10回以上施行し，軽快した。信号検出理論に
もとずく痛みの測定ではともに痛みの弁別力 (α')は低
値を示し，このような症例に対しては行動療法の適応が
ある。
座長崎尾秀彰(県立がんセンター) 
7. Pain Clinicにおける針治療の経験 
0白幡真知子，和田裕治，飯島一彦
(千大)
当科疹痛外来において，本年5月より 12月までに， 17 
例に針治療を行なった。ステンレス針を用い，針麻酔器
により通電した。治癒5例，改善傾向のみられるもの10
例，無効2例であった。ほとんどの症例に blockを併
用しているが， blockのみではとれない痛み， blockの
適応のない漠然とした痛みに対して針治療は有効で、ある
と考えられる。 
8. ベル麻揮に対する星状神経節ブロックの効果 
0太田要生(千大・手術部)，米沢
利英(千大)
ベ/レ氏麻捧に対する星状神経節ブロックの著効を示す
報告は多いが，他の保有的療法及び，予後良好な疾患で
ある事から，その効果の判定は，極めて困難である。し
かし乍ら，当科を訪れた陳旧性のベル氏麻庫に対して，
星状神経節ブロックが効果を示した事から，治癒機点に
対して，優利に働いているであろう事は否定出来ない。
さらに血流量を増大させることから，神経の再生機点に
対しても，有効に働くものと考えられ，自然治癒を早め
るとも考えられる。 
9. Sluder'g NeuralgiaとBlock療法 
0馬場英昭，田村京子，内田隆治
松尾進一郎，黒須吉夫(東邦大)
いわゆる非定型的顔面痛に対して臨床的には， Pain 
Clinicでは星状神経節ブロックが， 多用され有効なこ
とが多い。しかし，鼻汁，流涙を伴った lowerha1f 
headacheに対しては，蝶形口蓋神経節ブロックも必要
な choiceと思われる。実際上のブロックの手技は，上
顎神経の口腔外アプローチを行い放散痛の得られた所よ
りやや針を引いた所で局麻斉IJを注入した。 
10. 硬膜外ブロック時の硬膜穿刺について
。三枝陸朗，片岡敬文(沼津市立)
沼津市立病院麻酔科外来にて， 224名に対して912回の
硬膜外ブロックを施行し，腰部に限り 6名の患者で 7回
の硬膜穿刺を起こした。腰部では硬膜外腔の確認が非常
に困難なことがあり，硬膜外腔の癒着や狭小化が存在す
ることが十分に考えられる。この様な疾患として，脊椎
管狭窄症，脊椎とり症，脊髄腫療等が挙げられる。 
11. 沼津市立病院麻酔科外来の紹介 
0片岡敬文，三枝陸郎(沼津市立)
沼津市立病院ペインクリニックは，昭和41年 8月開設
され今日まで10年聞に延べ20，000人の患者を治療して来
た。外来を発展させるためには， (1)適応疾患に充分な
知識を持ち，予後まで見通した正確な診断能力， (2)慎
重，迅速，正確な手技， (3)ブロック後患者の全経過に
責任を持つことが必要である。取り扱った疾患は，顔面
神経麻庫，帯状癌疹ヘノレベス顔面虚空襲，三文神経痛，
頚，腰椎に由来する神経痛，悪性腫蕩末期疹痛患者等で
ある。
座長飯島一彦(千大) 
12. 婦人科術後心電図変化特に陰性 T波について 
0長井千輔，鈴木亮二，崎尾秀彰
吉田豊，河崎純忠，鍋島誠也
(県立がんセンター)
昭和50年10月より 1年間，婦人科手術後，心電図上，
陰性Ti，皮を呈した症例を検討してみた。その結果，術前
心電図異常症例や高年齢者に多くみられたが，若年者に
もみられ，又，術前心電図で全く異常を呈しない症例に
も認められた。変化が心側壁に及ぶ症例で、は，多数例で
再発が見られ，その回復に長期間を要した。我々は，心
内膜下硬塞と考えて治療を行なっており，今後原因につ
いて，多方面から検討を加えていく予定です。
